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葉
を
そ
よ
ぐ
風
の
音
や
水
の
流
れ
る
音
、
鳥
の
さ

え
ず
り
だ
け
が
自
然
の
眠
り
を
覚
ま
す
世
界
。
そ
れ

は
、
町
の
に
ぎ
わ
い
に
慣
れ
た
私
達
に
と
っ
て
は
、

心
安
ら
ぐ
オ
ア
シ
ス
な
の
で
す
。

　
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
あ
な
た
を
、
開
園

な
っ
た
水
芭
蕉
の
森
に
ご
案
内
し
ま
し
ょ
う
。
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春
の
田
植
え
の
準
備
を
告
げ
る
「
種
蒔
き
地
蔵
」
ガ

顔
を
現
わ
す
水
引
入
道
山
。
そ
の
脇
に
そ
び
え
f
い
る

馬
ノ
神
岳
（
一
五
八
五
m
）
の
東
側
に
水
芭
蕉
の
森

が
あ
り
ま
す
。
昭
和
六
十
一
年
に
地
元
の
登
山
家
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
次
の
年
に
国
か
ら
し
フ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
、
自
然
教
育
観
察
林
の
指
定
を
受
け
ま

し
た
。市

で
は
こ
の
貴
重
な
自
然
を
保
護
・
活
用
し
よ
う

と
、
平
成
二
年
度
に
進
入
路
、
駐
車
場
、
遊
歩
道
、

木
道
な
ど
を
約
八
千
万
円
を
か
け
て
整
備
を
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
四
月
十
二
日
に
開
園
式
か
行
わ
れ
、

皆
さ
ん
の
前
に
拾
目
見
え
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。

（
見
学
ガ
イ
ド

国
立
南
蔵
王
青
少
年
野
営
場
の
管
理
棟
の
手
前
を

北
に
折
れ
、
車
は
う
っ
そ
う
と
し
た
カ
ラ
マ
ッ
林
に

入
り
ま
す
。
五
分
ほ
ど
ゆ
っ
く
り
過
ぎ
て
ゆ
く
と
、

駐
車
場
に
到
着
。

　
こ
こ
か
ら
先
は
車
を
降
り
て
歩
き
に
な
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　ヤクルマソウ

　　　　　　　　　　花期／6～7月

∵穫綴1咲くと、目熱，表ど

～
　　　　　　　隅』ヂ
　　　　　　　轟　　である。

　　　　　　　　　　クリンソウ

　　　　　　　　　　花期／6～7月

　　　　　　　　　　エンレイソウ

　　　　　　　　　　枚は暗赤褐色で花弁はない。
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水芭蕉の森ガイドマツプ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　』渓
　　　　　　　　　　　三‘ぜll翻

砂利道ですが，カラマツ林を抜ける道路は若葉

の頃は緑がまぷしいほど。

　　ノ進入路遣　　』説麗一　　騨

　　　0医一コ愚　　　出
　　1　　　　　ノー一

30台駐車可會旨の駐車場には案内

板が取り付けられています。

駐車土、易
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トイレ

↑
ヂ
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進入路の入ロにトイレが設置されています。こ

の上にはトイレはありません。用をすませてか

ら見学に行きましょう。轡
．
一

駐車場

■

1　／、嗜～
　〆ダ

幅
ニ
メ
ー
ト
ル
の
遊
歩
道
は
自
然
の
ま
ま
。
雨
の
降

っ
た
後
は
、
ぬ
か
る
み
の
所
も
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。
所
々
で
展
望
が
開
け
、
蔵
王
町
め
、
大
河
原

町
の
風
景
が
眼
下
に
広
が
る
と
て
も
変
化
の
あ
る
コ

ー
ス
を
十
分
ほ
ど
歩
く
と
、
水
の
流
れ
が
聞
こ
え
で
、

き
て
、
水
芭
蕉
の
森
が
近
い
こ
と
を
知
ら
、
せ
で
、
く
れ

ま
す
。

　
い
よ
い
よ
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
群
生
地
に
到
着
．
．
三

・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
湿
地
帯
に
、
延
長
に
し
’
（

六
一
九
メ
ー
ト
ル
設
置
し
た
木
道
は
と
て
も
快
適
で

す
。
ハ
ン
ノ
キ
や
ヤ
チ
ダ
モ
が
主
流
の
典
型
的
な
湿

地
林
の
中
に
、
四
月
中
旬
に
は
満
開
の
ミ
ブ
バ
シ
ョ

ウ
が
ち
ょ
う
ど
白
い
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
つ
め
た
よ

う
に
咲
き
誇
コ
ー
、
い
ま
す
。
植
物
の
本
を
持
．
「
て
観

察
し
な
が
ら
歩
く
と
、
一
層
に
楽
し
み
が
増
す
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
簡
単
な
ガ
イ
ド
で
し
た
が
、
春
や
初
夏
は
も
．
ち
ろ

ん
、
紅
葉
の
秋
に
も
、
お
弁
当
を
持
っ
て
ハ
f
キ
・

グ
に
出
か
け
ら
れ
る
に
は
も
っ
て
こ
い
の
場
所
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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、
実

を
結
ぶ
も
の
。
・
て
し
て
人
為
的
に
一
度
壊
さ
れ
た
植

物
が
回
復
す
る
に
は
、
非
常
に
長
い
年
月
か
か
か
り
、

あ
る
も
の
は
氷
久
に
美
し
い
姿
を
消
し
f
、
し
ま
う
も

の
な
の
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰

っ
て
！
・
だ
さ
い
．
．

　
こ
の
こ
と
さ
え
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
花
た
ち

は
毎
年
毎
年
私
達
に
可
憐
な
姿
を
見
せ
で
、
、
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
　
薦
願
い
が
あ
り
ま
す

　
見
学
す
る
際
に
お
願
い
し
た
い

ま
す
。
一
つ
は
大
切
な
自
然
で
す
か
ら
壊
さ
な

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
高
嶺
の
花
は
、

そ
の
場
所
に
あ
っ
て
；
ぞ
美
し
い
花
を
咲
か
せ

駕
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麟調

、
梅
・
遡
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繍

、

所
　
要
　
時
　
間

野
営
場
に
至
る
市
道
白
萩
線
か
ら
の
入
口
車
で
，
、
分

　
　
　
徒
歩
で
1
0
分

駐
車
場
　
　
　
　
　
　
水
芭
蕉
の
群
生
地
入
口

園
内
木
道
等
を
散
策
（
3
0
～
如
分
）

観
察
で
き
る
主
な
植
物

●
中
低
木
　
　
ズ
ミ
、
ヘ
ビ
ノ
ボ
ラ
ズ
、
サ
ワ
フ
ク

　
ギ
、
イ
ヌ
ツ
ゲ
、
ク
ロ
ウ
メ
モ
ド
キ
、
サ
ラ
サ
ド

　
ウ
ダ
ン
、
ハ
ン
ノ
キ
、
ト
リ
ネ
コ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、

　
ブ
ナ
、
サ
ワ
グ
几
ミ

●
林
床
ー
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
、
ザ

　
ゼ
ン
ソ
ウ
、
ヤ
グ
ル
マ
ソ
ウ
、
μ
・
リ
シ
ソ
肖
、
エ

　
ン
レ
イ
ソ
ウ
、
オ
ク
ノ
カ
ン
ス
ゲ
、
ヤ
マ
ヶ
イ
ミ

　
、
，
！
ガ
サ
、
モ
ミ
ジ
ガ
サ

森
林
浴
の
不
思
議
な
効
用

　
　
　
　
森
に
出
か
け
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
よ
う

　
森
に
入
る
と
「
あ
あ
空
気
が

お
い
し
い
」
と
思
わ
ず
口
に
す

る
。
そ
れ
は
、
ふ
く
い
く
と
し

た
木
々
か
ら
の
香
り
で
あ
り
、

風
の
香
り
で
す
、
”
．

　
こ
の
香
り
は
、
フ
ィ
ト
ン
チ

ッ
ド
と
い
う
香
り
で
す
。
フ
ィ

ト
ン
と
は
植
物
、
チ
ッ
ド
と
は

殺
す
と
い
う
意
昧
で
、
植
物
が

自
分
を
襲
っ
て
く
る
微
生
物
を

殺
す
物
質
な
の
で
す
。

　
香
り
を
も
っ
て
い
る
の
は
、

主
と
し
て
テ
ル
ペ
ン
と
い
う
物

質
で
、
殺
菌
性
が
あ
り
ま
す
。

昔
か
ら
、
き
く
ら
餅
や
笹
だ
ん

ご
な
ど
、
植
物
の
葉
で
包
ん
だ

食
品
が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
。
古
く
か
ら
の
知
恵

に
は
、
こ
う
し
た
科
学
的
な
裏

づ
け
か
あ
る
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
身
体
を
リ
ラ
，
ヤ

ス
し
て
、
ゆ
つ
く
り
と
フ
f
ト

ン
チ
ノ
ト
を
嗅
ぎ
な
か
ら
腹
式

呼
吸
を
す
る
と
、
指
先
の
血
液

の
流
れ
が
よ
イ
な
り
、
体
温
も

高
ま
る
と
い
う
実
験
結
果
が
得

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
森
林
や
木
々
の
香

り
は
、
神
経
系
の
活
動
を
盛
ん

に
さ
せ
、
精
神
の
集
中
に
も
役

立
つ
働
き
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
．

　
こ
の
よ
う
に
、
森
林
浴
に
よ

っ
て
得
以
、
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
効

用
を
理
解
し
、
も
っ
と
積
極
的

に
森
に
出
か
け
、
自
然
を
楽
し

み
た
い
も
の
で
す
。
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全
国
市
長
会
で
発
行
し
て
い
る
「
市
政
．
」
と
い

う
雑
誌
の
巻
頭
に
「
市
長
随
想
」
と
い
う
欄
が
あ

る
。
一
九
九
一
年
二
月
に
寄
稿
し
た
文
章
の
一
部

を
、
ま
ず
、
ご
紹
介
し
た
い
。

　
（
前
略
）
奥
州
山
中
・
七
ヶ
宿
街
道
か
ら
別
れ

で
、
、
白
石
と
七
ヶ
宿
を
結
ん
だ
の
は
、
蔵
王
の
裾

野
を
走
る
川
原
子
道
で
あ
っ
た
。
当
時
、
道
は
原

生
林
に
離
わ
れ
、
そ
の
中
を
塩
や
魚
な
ど
の
生
活

物
資
が
運
ば
れ
て
い
た
。
時
は
過
ぎ
、
道
は
い
つ

し
か
己
，
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
．
．
．

　
戦
後
、
蔵
王
山
麓
は
食
糧
増
産
の
た
め
、
開
拓

集
落
の
へ
を
に
よ
っ
て
伐
採
さ
れ
、
牧
草
地
に
姿

を
変
え
た
。
か
つ
て
の
川
原
子
道
は
、
川
原
子
ダ

ム
の
湖
底
に
沈
ん
で
い
る
が
、
ダ
ム
湖
周
辺
に
は
、

約
三
十
ヘ
ヲ
ダ
ー
几
の
森
林
が
拡
が
っ
て
い
る
。

　
昭
和
の
初
期
、
国
が
地
元
の
牧
野
組
合
の
土
地

に
造
林
し
た
こ
の
森
は
、
昭
和
五
十
年
代
に
伐
採

期
に
達
し
た
と
し
て
、
切
ら
れ
る
寸
前
に
あ
っ
た
。

時
の
市
長
・
関
谷
宗
一
氏
は
、
県
の
教
育
委
員
を

務
め
、
自
然
林
保
護
に
大
き
な
理
解
を
持
つ
方
で

あ
る
。
彼
は
、
「
農
地
開
発
が
進
み
、
一
度
こ
の
森

を
伐
採
す
る
と
、
蔵
王
お
ろ
し
の
強
風
を
防
ぐ
原

生
林
は
す
で
に
な
く
、
森
林
の
再
生
は
お
ぼ
つ
か

な
い
」
と
判
断
し
、
市
が
伐
採
権
を
持
つ
国
と
地

元
の
八
宮
牧
野
協
同
組
合
か
ら
買
い
上
げ
、
同
時

に
「
不
伐
の
森
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
川
原
子
ダ
ム
湖
畔
に
は
、
大
へ
が
一
抱
え
で
き

な
い
ほ
ど
の
太
さ
の
松
、
杉
、
広
葉
樹
な
ど
、
数

万
本
の
巨
木
が
群
生
し
て
い
る
。
湖
水
や
雪
を
抱

い
て
い
る
連
峰
に
映
え
、
か
つ
て
の
蔵
王
の
面
影

を
よ
く
伝
え
て
い
る
森
で
あ
る
。
へ
中
略
）

　
今
、
快
適
な
環
境
を
積
極
的
に
保
存
し
、
さ
ら

に
そ
れ
を
創
造
し
て
い
く
と
い
う
、
前
向
き
の
二

ー
ズ
が
表
面
化
し
て
き
て
い
る
。
幸
い
に
、
白
石

に
お
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
先
人
達
が
素
晴
ら
し

い
緑
の
遺
産
を
残
し
て
く
れ
て
い
る
。
緑
を
守
り

植
生
を
保
存
し
つ
つ
、
新
た
な
る
創
造
へ
果
敢
に

挑
戦
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
の

最
も
重
要
な
任
務
の
］
つ
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
引
用
）

　
か
つ
て
内
村
鑑
三
は
、
「
デ
ン
マ
ル
ケ
国
の
話
」

を
著
し
た
。
こ
れ
は
、
一
八
六
四
年
の
敗
戦
に
打

ち
ひ
し
が
れ
た
デ
ン
マ
ー
ク
を
、
ユ
ト
ラ
ン
ド
の

荒
地
に
縦
を
植
え
、
緑
の
野
に
変
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
復
興
さ
せ
た
一
工
兵
士
官
・
ダ
ル
カ
ス
の
物

語
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
疋
．
’
　
κ
愚
　
　
、
弄

　
　
　
　
　
卸
誰
懸
、
　
．
樵

　
　
　
　
　
醜
　
野
講
偽
還
・
嚇
肌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
痴
　
　
　
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劉

　
　
　
　
　
痂
　
識
、
　
嘱
き
　
　
原

　
　
　
　
　
・
　
　
、
　
　
欝
験
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
当
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魍
　
　
』

　
　
　
　
　
　
蹴
　
　
ー
幅
講
　
　
　
ド
～
ー
　
パ
『
‘
五
5
　
　
一

不

伐

の

森

●
市
長

川

井

貞

　
ま
た
上
杉
鷹
山
は
、
領
民
一
人
に
一
本
の
苗
木

を
植
え
さ
せ
、
米
沢
の
や
せ
地
を
東
北
第
一
の
所

土
と
化
し
た
と
い
う
。

　
今
、
川
原
子
の
森
に
「
生
活
環
境
保
全
林
整
備

事
業
」
が
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
で
、
お
り
、
閏
連
し

て
市
の
整
備
事
業
も
行
わ
れ
る
。
こ
の
事
業
は
、

自
然
林
造
成
の
た
め
に
、
上
木
と
し
て
、
ン
ラ
カ

、
、
て
コ
ブ
シ
が
、
中
木
と
し
て
、
サ
ザ
ン
カ
・
ヒ

イ
ラ
ギ
・
モ
ク
セ
イ
が
、
そ
し
て
下
木
と
し
て
、

ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ
ギ
・
レ
ン
ゲ
等
か
植
え
ら
、
れ
、
自
然

林
改
良
の
た
め
に
、
中
木
と
し
で
、
、
シ
ダ
レ
ザ
ケ

ラ
・
ト
チ
ノ
キ
が
、
下
木
と
し
で
、
は
、
ア
ジ
サ
イ

・
ヤ
マ
ブ
キ
等
が
植
え
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。
一

方
、
市
の
整
備
事
業
は
、
展
望
台
、
四
阿
（
あ
づ

ま
や
）
、
ト
イ
レ
、
遊
歩
道
、
案
内
板
等
の
施
設
の

配
置
が
主
な
も
の
に
な
る
。

　
先
人
の
知
恵
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
「
不
伐
の
森
」

は
、
こ
の
事
業
に
よ
っ
で
、
、
よ
り
市
民
に
親
し

ま
れ
、
市
民
の
健
康
に
役
立
つ
森
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

厚
’

みなさんからの素敵な

情報を待ってます

手話は心を結ぶ愛の言葉

耳の不自由な方とのふれあいと理

解を深めようと、第5回手話劇が3

月31日、臼石市中央公民館大ホール

で行われました，

ろうあ者の日常という寸劇や、ろ

うあ婦入の体験発表などのあとに、

手話劇が上演されました。今回の出

し物は「泣いた赤鬼」。

脅　　・、　　　凸

人間と友達になりたいと思ってい

る赤鬼が、青鬼の協力で念願どおり

になったかわぴ）に、大切な友達の青

鬼を失ってしまうという、優しくて

ちょっぴり悲しいストーリーです。

見終ったある女性は、「はじめて見

て、とても感動しました。耳の聞こ

えない人がどんなに大変なことか知

らされました。」と言吾ってくれまし

た。

確認しましょう右・左

・
、
墜
題
愛
ず

羅騰

自転車による交通安全のルールと

マナーをしつかり身につけてもらお

うと、4月！！日、自川中学校で交通

安金教室が行われました。

実際、自転車に乗っての指導では

「信号が青でも左右の確認をしなさ

い」と、日ごろ怠りがちなことを指

摘され、生徒たちも反省。また、臼

石警察署の高橋さんによる交通事故

の実例を交えた講話でも、左右の確

言忍の大セ刀さをお藩夕えられましたう

、『一脅イ

β　　　『4　、　　㌔

　、FY｝

　ロ　、　ゴ　　
ー　r

　’　『

響
．
隔

　
　
汐
，
“

　
　
　
妬

仁
愚
＼

嘆～

飛

、
、

難しいけどおもしろいネ

蝉随鞍
　／［　“

4月13日、日本の伝統文化にっい

ての理解を深めてもらおうと、東北

大の留学生10人を招いて「こけし工

人と国際交流のつどい」が行われま

した。

まず、川井市長が「ようこそ白石

！＼一…・みなさんとの交ギ充もこれだけ

で終わりにした1ありません」と歓

迎の言葉をのべたあと、閏係者全員

で昼食をとり、なごやかなムード。

ノ
槍
“

曝
η
．
㌻

曜
，
「
》
匡

’
蓄
醒
ξ

｝β

そのあと市内の工べ宅を訪問し、

こけしの絵づけに挑戦しました。

弥治郎地区の佐藤辰雄さん宅に訪

れた3への留学生は、顔の絵づけが

難しいというものの、それ以外は自

由にデザインをし楽しそろ。佐藤さ

んも「うまいもんだ」と感心してい

ました。

なお、留学生が絵づけしたこけし

は、全日本こけしコンクールの会場

に展示されます。

響
湊
鮮
播
藤

ソ連のこれからを鋭く分折

3月28日、前ソ連大使の武藤利昭

さんを招いて、「景近のソ連情勢と今

後の見通し」と題1、た国際文化講演

会が中央公民館で開かれました。

庶民の暮らしぶりなどの身近な視

点から、ペレストロfカに揺れるソ連

の現状を述べられ、北方領土問題で

は、「ゴ1しバチョフ大統領の日本訪問

の際になんらかの進展がある」と分

析されました。

片倉景綱公から代←片倉家に仕え、

11代目の駆済氏は12年間白石町の収

ノ、役を努められるなと、当市と非常

に掃の深1．4武藤さんに，

嚥う・r・拍手かlil’ll一，れまr一た．

がんばれ新一年生’

4月8日、公立刈田綜合病院にお

いて、白石第二小学校、白石中学校

の分校である通称・刈田病院ベッド

スケールの入学式が行われました。

永山白石中学校長は、体を治し、

勉強もしっかりやって、たくましく

なってほしい」と激励し、上級生代

表として黒田恵美さん（中学3年）

は「時間の規律など厳しいこともあ

りますが、楽しい行事もいっぱいあ

ります」と実感のこもった話で、新

入生の緊張感を柔らげてくれました。

それぞれ不安はあると思いますが、

目標を持って充実1．た学校生活を送

って1ださ1，㌔

　　　　コ　黛、穿、1鋳礎．一、
　　尾　　　ド　　　　　　　ざ

　　　　ド　　　　』～」
　　　　ト　　　　　　　　ヘ　　　　　　　リ！　　　　　　　　　　　　　　　　　 傍ラr触’

　　　　　　　甲』一　　　　　　　　　　　　　　　　　
一

　　　　　　　へ　　　　　　　　ー　　　　　　
’

　　　　　　　　　器
螺覆，．賑

蔵王を再びブナの森に

4月14日、辛斤グリーンレンジャー

の結成式が中央公民館で行われまし

た。昨年からブナの森復元のため、

国立南蔵王青少年野営場で実験植林

を手がけているグリー）レンジャー

に、仙台市などから新しく24人が加

入。

さっそく、5月に予定しているケ

ヤマハン．ノキ種子植えの打合せに熱

心な討議が続いていました。

事務局では今後も、自石在住の会

員を募集することにしています。

※事務局秦静枝宅（盈24－5579）

》』．，轟繋

舗醜騨・騨
おいしいご飯を
　いただきま～すノ

子どもたちに県産米のおいしいサ

サニシキを食べてもらおうと、4月

からササニシキの米飯給食が始まり

ました。

繊か

．．騨＼野矯〆
、

　　　　　　　　へ　蚊

　奪
ノ
蛭
劉穂謬

第二小学校の1年生は、15日が給

食の初日。「いただきま～す」とあい

さっ1、た顔はみんなニコニコ。

たちまちご飯を食［終わる大食漢

や．「家のご飯よりもおいしい」と言

う子もいて、ことも達には大好評で

した。
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頂
．
曝
ノ

木
目
込
み
サ
ー
ク
ル

②

　　　　罎．、　冥．

φ
飾　

“

露

　
　
　
　
木
目
込
み
人
形
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魅
せ
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
　
貫
　
一

　
働
く
婦
人
の
家
の
木
目
込
み
サ
ー
プ

ル
は
、
講
師
菊
地
ふ
み
子
先
生
の
ご
指

導
の
も
と
、
約
五
年
前
か
ら
人
形
を
製

作
す
る
喜
び
を
楽
し
み
と
す
る
グ
ル
ー

プ
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
桐
の
粉
の
練
り
物
の
型

抜
き
を
台
に
し
て
、
ぞ
、
の
上
に
金
欄
や

ち
け
め
ん

縮
緬
な
ど
の
生
地
を
、
溝
に
の
り
を
入

れ
木
目
込
み
、
手
・
足
・
頭
を
つ
け
小

道
具
を
持
た
せ
、
様
々
な
人
形
を
作
り

ま
す
。

○
木
目
込
み
人
形
の
魅
力
と
は

　
●
ボ
デ
ィ
ー
の
補
正
、
布
の
木
目
込

　
　
み
、
頭
を
固
定
し
た
と
き
の
感
激
。

　
O
製
作
者
の
心
が
こ
も
り
、
手
作
り

　
　
の
美
し
さ
が
生
ま
れ
る
。

　
※
節
旬
、
結
婚
祝
い
、
記
念
品
な
ど

　
　
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
。

　
O
幼
な
い
日
の
思
い
出
、
製
作
者
の

　
　
優
し
さ
を
形
に
残
し
て
お
く
。

　
※
布
地
を
取
り
替
え
る
と
新
し
い
人

　
　
形
に
生
ま
れ
か
わ
る
。

　
●
師
範
の
免
許
か
取
得
で
き
る
。

　
さ
て
、
で
き
あ
が
っ
た
人
形
は
、
昨

年
は
白
石
郵
便
局
や
、
今
年
二
月
に
は

β
『
～

㌶

枝
レー

瞭》

仙
南
信
用
金
庫
東
支
店
な
ど
に
展
示
を

し
ま
し
た
。
働
く
婦
人
の
家
ま
つ
り
に

は
、
注
文
に
よ
り
作
製
し
た
人
形
を
販

売
し
、
利
益
を
福
祉
の
寄
金
と
し
ま
し

た
。
今
年
度
も
新
し
い
人
形
作
り
に
精

一
杯
努
力
す
る
つ
も
り
で
す
。

　
豪
華
で
美
し
く
優
し
さ
を
秘
め
た
伝

統
の
木
目
込
み
人
形
を
、
皆
さ
ん
も
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
完
成
し
た
人
形
は

何
か
あ
な
た
に
語
り
か
け
て
く
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
詳
細
は
働
く
婦
人
の
家
に

どし
ろ
い
し
の
，

行楚

ど
ん灯

　
下
戸
沢
か
ら
入
山
を
通
り
、
小
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
と
ん

峠
に
向
か
う
古
い
道
路
に
行
灯
坂
と

い
わ
れ
る
坂
が
あ
る
。

　
昔
、
下
戸
沢
の
あ
る
百
姓
が
伊
達

郡
桑
折
町
へ
塩
を
買
い
に
出
か
け
よ

う
と
、
朝
早
く
こ
こ
に
差
し
か
か
っ

た
。
す
る
と
、
坂
の
上
で
一
人
の
老

婆
が
行
灯
の
そ
ば
で
糸
車
を
回
し
て

い
た
。
そ
の
形
相
の
物
凄
さ
に
塩
買

い
を
や
め
て
そ
こ
か
ら
逃
げ
帰
っ
た
。

　
こ
ん
な
こ
と
が
二
日
も
続
い
た
の

で
、
猟
師
か
ら
火
縄
銃
を
借
り
受
け
、

次
の
朝
、
時
刻
を
見
は
か
ら
っ
て
そ

の
坂
に
行
っ
た
。
す
る
と
や
は
り
老

婆
が
前
と
同
じ
よ
う
に
糸
車
を
引
い

て
い
た
。
百
姓
は
、
狙
い
を
定
め
て

銃
を
撃
っ
て
見
事
老
婆
に
当
た
っ
た

が
、
い
っ
こ
う
に
平
気
で
に
や
に
や

笑
い
、
も
の
凄
い
形
相
で
百
姓
を
に

ら
ん
で
い
る
の
だ
っ
た
。
百
姓
は
も

う
一
度
撃
っ
た
が
や
は
り
駄
目
だ
っ

た
。　

百
姓
は
急
い
で
家
に
帰
る
と
、
山

の
神
に
七
日
七
晩
祈
願
し
た
。
満
願

の
日
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
「
行
灯

を
撃
て
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き

　
　
　
　
　
②

坂

た
。
百
姓
は
さ
っ
そ
く
火
縄
銃
を
持

っ
て
坂
に
行
！
、
と
、
ま
た
物
凄
い
形

相
の
老
婆
が
い
た
。
ね
ら
い
を
定
め

て
天
の
声
の
と
お
り
に
行
灯
を
撃
つ

と
、
パ
ッ
と
火
は
消
え
、
同
時
に
山

々
が
鳴
動
し
て
大
雨
が
降
り
出
し
た
。

　
翌
日
、
そ
の
場
所
に
行
っ
て
み
る

と
、
血
ま
み
れ
の
大
狸
が
一
匹
倒
れ

て
い
た
。
い
ま
ま
で
こ
の
あ
た
り
を

悩
ま
し
た
の
は
、
こ
の
大
狸
だ
っ
た

の
だ
。
そ
れ
で
、
こ
の
坂
を
行
灯
坂

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
．
．

冊
、
　
　
　
　
　
　
　
　
～
、
自

　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
』
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
〕
　
一

　
　
　
　
」
　
　
＼

描〆
∵
）
、

〉
下
戸
沢
の
町
並
み

吋

♂
磯誓

．

8

茜
仙
こ
　
轍
屡
ご
・
蛛
塵
丁

鏡
竺
ー
牽
竺

灘

憲　　 zプ
彰　　　 」

診

1ヂ
餐仙

豊瞬　一r，　　蟹
露薯i鍵旨事…㍗マ

塗与・圏獄、’嬰

鋸』手一臨’＿蓼蔭

縛騨顕繍～、・
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霧
．
亀

　
　
薦

　　　　かすみ
高橋　佳清ちゃん（大平

承
僅
　
7

げ
讐
沸
悪
華
参
Y
露
’
歪
・
、
耳
膿
ワ
諺
・
誇
’
鳶

薗
　
川
股
兵
三
選

春
い
ま
だ
寒
き
流
れ
の
底
澄
み
て
石
の
傍
ら
に
落
葉

を
集
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

湾
岸
戦
争
の
和
平
祈
り
て
寂
聴
の
断
食
に
入
る
を
尊

し
と
思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
謙
一

還
暦
を
過
ぎ
て
一
人
も
欠
く
る
無
く
兄
弟
会
の
一
夜

更
け
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

丈
ひ
く
く
枝
の
ば
し
た
る
寒
椿
霜
ふ
る
朝
を
赤
く
咲

き
初
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

出
産
の
娘
の
待
つ
門
司
へ
向
い
つ
つ
機
中
に
祈
る
母

子
の
無
事
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

ね
ぎ
ら
い
の
声
を
か
け
れ
ば
芹
を
摘
む
友
は
泥
の
手

上
げ
て
答
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

亡
き
義
父
の
取
り
置
き
く
れ
し
薪
を
持
ち
風
呂
焚
き

§
・
・
§
・
冨
釜
・
ザ
窪
・
v
鍔
・
y
霧
・
鷺
へ
・
霧
’
、
嚢
へ
蚤
ラ
溢
ワ
妻
轟
・
誘
・
、
◎
∴
豊
7
話
（
鳶
・
・
釜
・
籍
へ

串F　　　　勝彦さん、啓子さんの長女　　　　　二
診
餐　舜ママからひとこと　　　　　　　　　　　　　　舜

群・あかるくやさしい女の子になってね・　す
語
多　壷ノ曙パからひとこと　　　　　　　　　　　　　　寧

瞬空　、一魯　＿　　　　．　　　　レ　，　箋
露　　‘兀凧に素直な女の子になってくだごい’

豊蜘壷箇 肇二承箋垂せ 牽曾一撃魯・蛾竺一誹

－一・ず鮮．　ノ
ー　・．！魯／づ

’へ〆。zノゆ噂／
“
．

．．＿一つ〆　ン。

　q　O

い
馨
、
ギ
ー

　
「
雪
ん
子
十
二
郎
」

　
　
　
　
平
間
　
智
裕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
麓
・
畠
・
話
へ
鍾
壽
へ
V
鮭
ヲ
壽
、
餐
・

つ
け
ぬ
寒
き
タ
ベ
に
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

工
事
終
え
諦
め
て
い
し
庭
隅
に
黄
も
鮮
や
か
に
水
仙

芽
吹
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

立
春
の
空
晴
れ
渡
り
白
壁
の
倉
庫
に
明
る
く
陽
の
映

ゆ
る
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

夜
学
ぶ
生
徒
ら
を
送
る
老
教
師
注
意
促
す
雪
ざ
れ
の

門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

「
評
」
　
一
首
目
、
的
確
な
写
生
歌
で
、
作
者
の
澄
ん

だ
心
境
も
う
か
が
え
る
作
品
。
二
首
目
、
当
時
寂
聴

尼
の
和
平
の
祈
り
を
こ
め
た
断
食
を
新
聞
紙
上
で
知

り
、
だ
れ
し
も
尊
い
と
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。
三
首

目
、
健
康
で
あ
る
こ
と
の
喜
び
と
兄
弟
会
の
様
子
が

見
え
る
よ
う
で
あ
る
。

圏
　
鈴
木
皇
選

も
の
芽
出
て
土
に
親
し
む
よ
き
日
和
　
三
浦
　
愛
嶺

刈
取
り
し
若
布
を
浜
に
背
負
い
投
ぐ
　
佐
藤
　
周
子

正
座
せ
る
雛
の
お
客
に
雛
あ
ら
れ
　
　
佐
藤
　
善
夫

一
マ
憲
・
鴬
・
・
す
　
・
爲
・
箆
・
蓼
で
講
β
「
詫
（
虚
・
画
」
！
麗
’
盆
・
鷺
、
韓
・
薩
’
．
禽
、
藍
一
診
’
藍
戸

（
白
川
小
五
年
）

　
一
行
事
果
た
せ
し
家
路
春
の
星

　
鳶
一
羽
吹
か
れ
煽
ら
れ
春
嵐

　
騰
梅
の
小
枝
に
二
輪
卓
壷
に

　
竹
林
を
み
な
擁
ら
せ
て
春
の
雪

　
雪
と
け
て
炭
焼
夫
婦
山
下
る

　
愛
犬
と
ゆ
く
山
の
朝
初
音
き
く

　
春
浅
し
外
人
多
き
浅
草
寺

　
「
評
」
一
旬
目
、
も
の
の
芽
は
、

　
ろ
い
ろ
一
斉
に
出
て
き
た
。

　
ひ
　
よ
ロ

　
日
和
で
作
者
も
楽
し
ん
で
い
る
。

甕
、
旨
壽
ρ
蒙
髭
（
毎
　
を
ウ
霧
甕
、
u
騎
’

罐
㍗
挙
誇
’
巣
’
き
溢
厨

る椙る0ケツサワ
・
．
爵
・
Y
麗
・
需
・
ゾ

鈴
木
　
民
子

岩
沢
　
伍
峯

佐
藤
麻
緒

日
下
　
　
文

勅
使
瓦
令
造

高
子
　
　
橘

若
桑
げ
ん
じ

参
餐
・
鳶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
季
節
を
知
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
に
親
し
む
に
は
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
旬
目
、
若
布
は
、

　
丈
が
長
い
の
で
背
負
い
投
げ
る
よ
う
に
し
て
浜
に
お

　
く
の
で
あ
る
。

　
〇
五
月
の
例
句
会
は
、
二
十
八
日
（
日
）
に
中
央
公
民

　
館
で
行
い
ま
す
。

図
　
鈴
木
誤
董

　
表
札
に
夫
を
残
す
未
亡
人
　
　
　
　
　
大
沼
　
妙
子

　
年
毎
に
髪
疎
開
し
て
も
ど
ら
な
い
　
　
近
内
　
キ
ヨ

合
ウ
，
心
昌
ノ
蔑
’
託
・
「
寧
諺
＾
心
昌
・
ふ
呂
・
診
戸
挙
誇
・
r
縄
’
鳶
・
霧
ず
霧
・
睾
岳
・
嚢
・
寂
へ
冒
谷

研

癒腰残

．轟

鱒
鱗

　＆■　　r虫『響鷲」

斎藤　隆広（白一小2年）

　
　
　
　
　
　
せ
め
て
表
札
と
一
緒
に
、

　
日
の
夫
と
の
幸
せ
な
日
々
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
、

　
き
て
行
く
こ
と
も
い
い
で
す
よ
ネ
。
二
句
目
、

　
に
疎
開
す
る
の
か
、
年
々
髪
の
数
が
減
っ
て
ゆ
！

　
は
と
て
も
淋
し
い
け
れ
ど
せ
ん
か
た
な
し
で
。

　
☆
白
柳
会
会
員
募
集
中
鈴
木
誤
差
曾
二
五
ー
二
五
二
五

　
〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
【
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
ハ

　
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
長
公
室
広

　
報
広
聴
係
（
白
石
市
大
手
町
一
番
【
号
）
へ
。

　
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。

イ
憲
・
．
自
・
寧
藷
ρ
轟
・
勇
’
益
へ
義
・
謬
・
甕
・
融
　
壽
・
7
§
・
韓
・
・
輩
　
金
・
畠
・
皇
ワ
　
窃

、
・
詑
、
「
盛
翁
・
霧
・
・
釜
ρ
鷺
・
嚢
・
む
ウ
誘
’
ゼ
髭
・
酵
・
室
▽
・
寧

苛めにも

そ
れ
は
そ
れ
な
り
あ
る
理
屈

確
実
に
四
季
は
巡
っ
て
年
重
ね

自
足
袋
が
視
線
集
め
る
駅
の
中

田
が
消
え
て
と
て
も
ま
ぶ
し
い
校
舎
建
ち

羨
ま
し
乳
房
く
わ
え
る
児
の
安
ら
ぎ

か
じ
ら
れ
る
た
め
に
肉
あ
る
親
の
ス
ネ

幸
せ
な
ん
だ
ネ
夫
婦
よ
く
笑
い

セ
ー
タ
ー
あ
む
妻
は
自
髪
を
ま
だ
苦
に
し

「
評
」
一
句
目
、

一
璽
ア
廟
》
鍾
’
奪
　
・
纏
・
・
§
’

草
野
　
　
清

佐
藤
武
雄

米
沢
　
礼
子

大
槻
愛
子

近
江
孫
太
郎

四
竈
英
央

小
野
嘉
津
子

犬
浦
道
雄

　
　
在
り
し

　
　
　
　
生

　
　
　
ど
こ

　
　
　
・
の

垂、駕．．駕、恥傍、瀞朝／醐、繰翫、駕、締㈲縄締帯、，纏．脾．漁、霧．．識，駕、、露♂．締＿．．訪駕、，窃、，＿．義
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、
二

春
の
防
犯
運
動

　
　
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
留
守
家
族
を
対

　
象
と
し
た
空
き
巣
狙
い
や
、
小
暴
力
、
押
し
売
り
な

　
ど
迷
惑
な
行
為
が
横
行
す
る
の
で
、
次
の
こ
と
に
注

　
意
し
、
み
ん
な
で
被
害
防
止
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
空
き
巣
の
防
止

　
営
か
を
留
守
に
す
る
と
き
は
必
ず

　
「
カ
ギ
」
を
か
け
、
隣
近
所
に
「
声
」

　
を
か
け
て
か
ら
外
出
し
ま
し
ょ
う
、
、

●
乗
り
物
盗
難
の
防
止

　
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
エ

　
ン
ナ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ド
ア
ロ
ッ
ケ

　
し
ま
し
よ
う
、

　
貴
重
品
類
は
、
車
の
中
に
置
か
な

　
い
よ
ろ
に
し
ま
し
よ
う
。

●
小
暴
力
事
犯
の
防
止

　
二
の
時
期
は
、
お
酒
を
欽
む
機
会

が
多
、
・
な
り
、
わ
酒
の
ヒ
て
の
け
ん

　
か
や
傷
害
な
ど
、
事
件
事
故
に
巻
き

一5月14E3まで一

　
込
ま
れ
な
い
よ
う
ト
分
注
意
し
ま
し

　
よ
う
．
）

　
轟
．
酒
飲
み
運
転
は
、
絶
対
に
や
め
ま

　
し
よ
う
．
）

●
少
年
非
行
防
止

　
明
る
い
家
庭
を
築
き
、
少
年
の
健

　
全
育
成
に
力
を
含
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
性
犯
罪
の
防
止

　
チ
カ
シ
、
変
質
者
は
、
凶
悪
事
件

　に

移
行
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の

　
で
、
登
下
校
は
グ
ル
ー
フ
で
行
動
し

ま
し
ょ
う
．
、

　
夜
間
の
一
人
歩
き
は
暗
い
道
窓
避

け
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
持
っ
て
自
牙
の

身
を
守
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
自
転
車
を

　
防
犯
登
録
し
ま
し
ょ
う

　
防
犯
登
録
と
は
、
自
転
車
を
盗
ま
れ

た
と
き
に
、
で
き
る
だ
け
早
く
持
ち
主

を
さ
が
す
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で

す
〔
．

◎
防
犯
登
録
の
手
続

　
　
「
自
転
車
防
犯
登
録
取
扱
店
」
と

　
標
示
さ
れ
て
い
る
自
転
車
販
売
店
で

　
手
続
き
い
た
し
ま
す
。
（
登
録
手
数
料

　
は
五
百
円
で
す
）

　
※
防
犯
登
録
を
し
た
自
転
車
は
、
宮

　
城
県
警
察
本
部
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

　
　
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

◎
防
犯
登
録
の
し
く
み

　
・
防
犯
登
録
さ
れ
た
臼
転
車
に
、
一

　
連
番
号
の
登
録
証
（
ス
テ
ッ
カ
ー
）

　
を
は
り
付
け
、
登
録
力
ー
ド
が
作

　
成
さ
れ
ま
す
。

　
・
登
録
カ
ー
ド
の
内
容
（
所
有
者
の

　
住
所
、
氏
名
、
登
録
番
号
、
車
体

　
番
号
等
〕
が
警
察
本
部
の
コ
シ
ヒ

　
　
ュ
ー
々
に
登
録
さ
れ
ま
す
、

　
・
盗
難
被
害
に
遭
っ
た
り
、
置
き
忘

　
れ
た
と
き
な
ど
に
は
、
コ
ン
ヒ
ュ

　
ー
ク
に
登
録
さ
れ
た
登
録
番
号
、

　
車
体
番
号
か
ら
持
ち
主
が
分
か
り

　
返
還
さ
れ
ま
す
。

　
・
コ
ン
ヒ
ュ
ー
タ
に
登
録
さ
れ
て
い

　
る
期
間
は
七
年
間
で
す
．
、

＼
　
／

，
ご

5月11日～20日

　
　
　
　
　
響
議
、

　
　
　
　
　
鷺
響
逆
．
、

　
　
　
　
　
　
野
鷺

　
　
春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

　
が
、
五
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の

　
ト
日
問
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
ま
す
，

　
　
こ
の
運
動
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
に

　
交
通
安
金
の
知
識
を
浮
及
し
、
交
通
安

　
全
思
想
の
高
揚
を
図
る
と
と
ち
に
、
正

　
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
交
涌
』
マ
ナ
ー
の
実

　
践
を
習
伊
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
山
父
通

　
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
ろ
う
と
す
る
も

　
の
で
す
。

　
　
関
係
機
関
、
関
係
団
体
な
ど
県
民
総

　
参
加
に
よ
る
交
通
安
全
運
動
を
強
力
に

　
推
進
し
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
、
安

◇
全
な
生
活
環
境
を
つ
ー
り
ま
し
ょ
う
．

㌔肇饗禰

　
運
動
の
重
点
目
標

千
芋
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

至
若
年
運
転
者
に
よ
る
無
謀
運
転
の
追

　
放

一
③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
正

　
し
い
着
用
の
徹
底

毎
違
法
駐
車
の
締
め
出
し

白石市の交通事故

者
　
U

傷
　
ー

者
　
　
）

死
　
げ

発生区分

か半

』12
リ

’1平成2年

1　ド　　　　
リ1へ’

一『＿1
ウ
］

11）2平成F酔

一36十1甑一
レ
、」

F
｛
if

I

」
I
r

／2』△

雑驚

。
　
．
．
〆

国
民
年
金
に
は

　
　
保
険
料
の

　
　
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
自
営
業

な
ど
の
方
は
、
所
得
に
関
係
な
！
＼
月

額
九
千
円
の
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
長
い
加

入
期
間
の
う
ち
に
は
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
を
納
め
た
く
て

も
納
め
ら
れ
な
い
人
も
出
て
き
ま
す
。

　
そ
う
い
う
方
の
た
め
に
、
保
険
料
の

納
入
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
．
、

　
ど
う
し
て
も
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な

い
と
き
は
、
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
か

な
い
で
、
国
民
年
金
係
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
．
H
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

暑
牟
の
四
月
窒
年
間
免
■
り
■

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
」
（
国
民

年
金
に
「
第
一
、
一
号
被
保
険
者
［
」
と
し
て

加
入
）
は
、
ご
自
分
で
保
険
料
を
納
め

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
分
は
、

ご
主
人
の
加
入
す
る
厚
生
年
金
保
険
や

共
済
組
合
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
「
国
民
年
金
の
第
三

号
被
保
険
者
」
で
あ
る
こ
と
の
届
出
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一
て
の
後
も
、
ご
主
へ
の
転
職
や
退
職
、

あ
る
い
は
離
婚
や
収
入
の
増
加
に
よ
り

ご
主
人
の
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
と

き
な
ど
、
人
生
の
節
目
節
目
に
届
出
が

必
要
で
す
．

二
つ
以
上
の
年
金
を

　
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
な
っ
た
と
き

　
年
金
は
、
「
ひ
と
り
ひ
と
つ
の
年
金
」

が
原
則
で
す
。
二
つ
以
上
年
金
を
受
け

　
．
だ
㌧

サ
ラ
リ
ー
マ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
税

　
　
　
　
　
ン
の
所
得
税
は
、
毎
月

の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
、
勤
務
に
伴
う

費
用
な
ど
を
概
算
的
に
控
除
す
る
と
い

う
性
格
を
も
っ
て
い
る
給
与
所
得
控
除

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
給
与
所
得
控
除
は

給
与
所
得
だ
け
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、
事
業
所
得
な
ど
の
必
要
経
費
に

相
当
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
支
出
し
た

一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
特
定
支
出

の
合
計
額
が
給
与
所
得
控
除
額
を
超
え

る
場
合
、
そ
の
超
え
る
額
を
更
に
控
除

す
る
と
い
う
特
定
支
出
控
除
制
度
も
あ

一

り
ま
す
．

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
相
談
室

や
税
務
署
に
お
問
い
な
口
わ
せ
ノ
・
た
さ
い
．
一

給
与
覆
礫

繊
甘

諏
賊
　
　
魚

必
要
経
費

ら
れ
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
の

年
金
の
み
が
受
け
ら
れ
、
他
の
年
金
は

支
給
を
停
止
さ
れ
ま
す
．
．

　
届
出
を
せ
ず
に
、
二
つ
以
L
の
年
金

を
受
け
て
い
た
場
合
は
、
余
分
に
支
払

わ
れ
た
分
を
あ
と
で
返
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
す
、
、

　
二
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
届

出
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
国
民
年
金
係
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

地
　
価
　
の
　
公
　
示

新
任

新
任

氏
　
　
名

佐
　
藤
　
ゆ

ぎ」

、1

川

定
　
男

住

所

白
石
市
白
川
津
田
字
長
泥
三
六

白
石
市
小
原
字
小
日
向
三
五

担
当
地
区

臼
川
四
区

明
　
　
戸

小
久
保
平

電
話
番
号

二
七
－
二
四
三
五

二
九
－
二
六
七
五

　
去
る
、
三
月
二
十
五
日
、
国
土
庁
よ

り
地
価
公
示
価
格
が
発
表
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
地
価
公
示
価
格
は
、
み
な
さ

ん
が
土
地
を
売
買
す
る
と
き
に
、
地
価

の
指
標
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年

一
月
一
日
現
在
の
全
国
の
標
準
的
な
土

地
を
選
ん
で
、
地
価
（
平
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
）
を
調
査
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
の
市
内
三
地
点
の
地
価
公
示
価

格
は
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
全
国
の
地
価
公
示
価
格
を
知

り
た
い
方
は
、
ど
な
た
で
も
簡
単
に
ご

覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

　
詳
し
く
は
、
企
画
財
政
課
調
整
係

費
二
五
－
二
一
一
一
（
内
線
）
三
六
ニ

ヘ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自石駅
力・らの

昼巨離

1．5km

1、4km

101）m

周辺の土地

利用現況

中規模の一
般住宅が多
い住宅士也域

一般注宅が
多い住宅地
域

中低1‘，・1の小

亮店、髪lijカ・1⊥

ちilそ『；こ商恭

地城

動
’

lllf当り価恪

％
4

　
5

3．1。1

　　　円

37．300

1　2
　　　円

35．41）0

1、625．20024，81）0

2．9！79．000174、000

標華地
所　在

自石一1
南町二丁目

2－48－5

臼石一2

寿　　山

20～16
自石5－1

沢　　目

8　～　3

11
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内
職
を
す
る
際
に
は

◆
家
内
労
働
手
帳
を
受
け
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
！

　
委
託
者
の
皆
さ
ん
、
家
内
労
働
手
帳

を
渡
し
て
い
ま
す
か
？
　
家
内
労
働
者

の
皆
さ
ん
、
家
内
労
働
手
帳
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
か
？

　
五
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

の
十
日
間
、
家
内
労
働
法
を
よ
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
家
内
労
働
旬
間
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
渡
し
て
い
ま
す
か
　
も
ら
っ
て
い
ま

す
か
　
家
内
労
働
手
帳
’
」
で
す
。

　
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
手
帳
の
受
け
渡
し

　
家
内
労
働
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
、
最
も
基
本
的

な
事
柄
が
定
め
ら
れ
て
い
る
法
律
が
、

家
内
労
働
法
で
す
。
昭
和
四
十
五
年
五

月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
で
は
、
家
内
労
働
手
帳
の

受
け
渡
し
や
工
賃
の
支
払
い
、
最
低
工

賃
の
決
定
や
、
安
全
衛
生
な
ど
に
つ
い

て
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
な
か
の
家
内
労
働
手
帳
の
内
容

を
も
っ
と
よ
く
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
委
託
者
は
、
原
材
料
な
ど
の
物
品
を

家
内
労
働
者
に
支
給
す
る
前
に
、
家
内

労
働
者
の
氏
名
、
委
託
者
の
氏
名
、
営

業
所
の
名
称
・
所
在
地
、
工
賃
の
支
払

い
方
法
な
ど
の
委
託
条
件
を
記
入
し
て

家
内
労
働
者
に
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い

領
し
た
り
、
工
賃
を
支
払
っ
た
り
す
る

た
び
に
、
委
託
者
は
そ
の
内
容
を
記
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
家
内
労
働
手
帳
の
受
け
渡
し
は
、
あ

と
で
無
用
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
た
い
へ
ん
重
要
な

こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
家
内
労
働
手
帳

は
、
家
内
労
働
者
と
委
託
者
と
の
問
の

“
契
約
書
π
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
も
し
、
家
内
労
働
に
つ
い
て
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
近
く
の
都
道
府
県
労
働
基
準
局
か
、

労
働
基
準
監
督
署
に
お
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
後
も
物
品
を
受
◇

国
民
健
康
保
険

こ
ん
な
と
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
必
ず
届
出
を
！

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
り
、
や

め
る
と
き
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

　
届
出
は
、
市
民
課
の
窓
口
で
お
早
め

に
ど
う
ぞ
。

　
な
お
、
届
出
に
は
、
次
の
も
の
を
持

一白石市の死因のトップはがん一

鳶）

騨
一

…

がん検診を
　　　　　　受けましょう！

　市では、皆さんの健康管理の一環として各種検診を実施しており

ます。

　今年は適正に対象者を把握し、検診を効率的に行うため、三っの

検診（胃がん、・子宮がん、乳がん検診）の調査と申し込みを、一括

してお願いすることにいたしました。（調査・申込用紙は別紙）

　がんによる死亡は、年々増加しています。年一回は検診を受ける

ようにしましょう。

※検診調査・申込用紙は、受ける受けないにかかわらず、すべて

　回収しますので、5月15日まで自治会長さんに必らず提出して

　くだきい、

　　　検診料の本人負担担
　
粗

負
呼
鵬
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の
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検診料　峠肖費税共1

　　。　市補助3，532円
4・5・珊杁負挺，o剛

頸がん挨1，、材1消費税共1

　　　　　市補助4，974円
5・974円1杁飽1，00・円

体がん検，診料（消費税共1

　　　　　市補助5、180円
6・18。円1杁負掴，000円

検，，十1（消費税共1

　＿　　市補助3、738円
4・r38円1本入負担1．α）0円

』み匝匡㌘程

口～定｝

平成3年

　7月

対象者

30才以上

の女　性
乳か，甘lil、1今

平成3

　7月
　　～

　8月

1才rl、上

）’女性

1二宮が1んポ

ギ

驕
胴

平
如才以上

の市民
1至1かノミ検，i

詳しくは、市保健衛生課費25－2111（内線）603へお問い合わせくださし

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
保
健
衛
生
課
国
民
健

康
保
健
係
奮
二
五
上
二
一
コ
内
線
）

六
〇
四
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　　ヤー

　　持参するもの

印かん、転出証明書

印かん、健保の離脱証明書

印かん、保護廃止決定通知書

印かん、保険証、母子手帳

印かん、保険証

印かん、国保と健保の保険証

印かん、保険証、保護開始決定通知書

印かん、保険証、死亡証明書

印かん、年金証書、保険証

印かん、保険証

印かん、保険証

印かん、保険証、在学証明書

印かん、保険証

　　　　　こんなとき

他市区町村から転入して来たとき

他の健康保険をやめたとき

生活保護を受けなくなったとき

子どもが生まれたとき

他市区町村へ転出したとき

他の健康保険に加入したとき

生活保護を受けることになったとき

死亡したとき

退職者医療制度に該当したとき

退職者医療制度に該当しなくなったとき

住所、世帯主、氏名、続柄などが変わったとき

修学のため、子ともか他の市区町村に下宿するとぎ

長期旅行なとて個別の1早険証かほしいとき

国
保
に
入
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

そ
　
　
の
　
　
他

呈1娩証をなll一たり、汚れて使えなくならたときは、印かん、身分を証明す

るぢ，の、保険証を1’、狩参1ピて、保健衛生，課て手続きして1たさい、

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り

●　
　
・
　
　
　
　
　
　
備
　
品
　
購

　
財
自
治
総
台
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民

の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
f
活
動
を
促
進
し

そ
の
健
全
山
・
啓
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、

宝
く
じ
の
並
H
及
広
報
事
業
に
資
す
る
た

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
f
助
成
事
業
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
争
回
、
不
忘
太
鼓
愛
好
会
で
は
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

の
助
成
を
受
け
て
長
胴
太
鼓
を
三
個
購

入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
長
胴
太
鼓
は
、
不
忘
太
鼓
愛
好

会
の
諸
活
動
に
利
用
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
の
推
進
に
役
立
つ
こ
と
に
な

り
ま
す
．
．

爵＠⑳㊨
5月10～16日

季
節
を
缶
げ
る
鳥
の
さ
え
ず
り

ホ
ト
ト
ギ
ス
が
鳴
く
と
…
…

田
植
え
を
始
め
る

　
人
と
鳥
と
の
関
係
に
は
、
深
い
つ
な

が
り
が
あ
り
ま
す
。
古
今
東
西
を
問
わ

ず
、
詩
歌
や
絵
画
を
は
じ
め
、
童
話
や

物
語
、
工
芸
美
術
な
ど
の
分
野
で
鳥
を

題
材
に
し
た
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、
枚
挙

に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
鳥
は
わ
た
し
た
ち
の
生
活
の

中
に
も
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。
な
か
で

も
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
、
農
期
を
告
げ
る

鳥
と
し
て
昔
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ト
ト
ギ
ス
が
甲
高
い
声
で
、
「
ケ
ッ
ケ

ッ
ケ
ッ
」
「
ク
ッ
ク
ッ
ク
ッ
」
と
鳴
く
の

を
合
図
に
、
田
植
え
を
始
め
る
と
こ
ろ

も
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
ヨ
シ
キ
リ
や
カ
ッ
コ
ウ
な
ど

が
鳴
く
こ
ろ
に
は
麦
が
熟
す
る
と
い
わ

れ
、
日
本
人
の
季
節
感
と
鳥
と
の
関
係

は
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
仲
な
の
で

す
。　

こ
の
ほ
か
、
森
林
や
農
作
物
に
と
っ

て
害
と
な
る
、
昆
虫
や
野
ネ
ズ
ミ
な
ど

を
捕
ら
え
、
こ
れ
ら
の
被
害
か
ら
守
っ

て
く
れ
る
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
五
月
十
日
か
ら
十
六
日
は
「
愛
鳥
週

間
」
で
す
。
気
候
も
よ
＜
、
鳥
た
ち
の

行
動
も
活
発
に
な
っ
て
く
る
こ
の
時
期

あ
な
た
も
野
や
山
に
で
か
け
、
鳥
の
さ

え
ず
り
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

水
害
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
お
う

「
水
を
治
め
る
質
治
水
」
と
い
う
言
葉

も
あ
る
よ
う
に
、
水
害
か
ら
命
や
財
産

を
守
る
た
た
か
い
ー
治
水
事
業
は
、

遠
い
昔
か
ら
幾
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
続

け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
毎

年
、
全
国
各
地
で
水
害
が
発
生
し
、
応

急
対
策
と
し
て
の
「
水
防
」
が
、
た
い

へ
ん
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
梅
雨
期
を
控
え
た
毎
年
五
月
（
北
海

道
は
六
月
）
は
「
水
防
月
閤
」
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
家
族
み
ん
な
で
水
害
対

策
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
し
て
、
“
い

ざ
”
と
い
う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
豪
雨
が
予
想
さ
れ
た
ら

●
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報

　
や
、
地
域
の
防
災
情
報
を
正
確
に
つ

　
か
ん
で
お
く
．
、

●
屋
根
や
窓
な
ど
、
浸
水
し
そ
う
な
部

　
分
を
修
理
す
る
。

●
貴
重
品
な
ど
は
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る

　
準
備
を
。
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯

　
や
ラ
ジ
オ
も
用
意
す
る
。

も
し
避
難
命
令
が
で
た
ら

●
お
年
寄
り
、
病
人
、
子
ど
も
な
と
を
、

優
先
し
て
避
難
さ
せ
る
。

●
単
独
行
動
は
慎
み
、
み
ん
な
と
一
緒

　
に
行
動
す
る
．
、

●
荷
物
は
必
要
最
小
限
に
す
る
．
、

　
　
　
　
O
o
。

霧　の　リヤ

　　ヤ
　常憂
　

賑
⊥1兵　　て

妻華畿ザ

甘
い
言
葉
に
ご
用
心

異
性
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
電
話
勧
誘
商
法

　
　
　
　
　
　
「
優
秀
な
若
い
人
だ

　
　
　
と
英
会
話
教
材
と
海
外
旅
行

の
ム
吾
貝
サ
ー
ビ
ス
の
勧
誘
が
行
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
電
話
の
主
は
必
ず
異
性
。
「
英
会
話
教

材
を
買
っ
て
月
々
の
会
費
を
払
え
ば
、

会
話
も
う
ま
く
な
る
し
、
海
外
旅
行
に

も
安
く
行
け
る
。
ぜ
ひ
会
っ
て
話
を
し

た
い
」
な
ど
、
甘
い
言
葉
で
勧
誘
し
ま

す
。
よ
く
あ
る
“
恋
人
商
法
”
的
セ
ー

ル
ス
で
す
が
、
つ
い
乗
せ
ら
れ
て
し
ま

う
よ
う
で
す
。

　
A
君
も
そ
の
一
人
。
何
度
も
勧
誘
を

う
け
根
負
け
し
て
営
業
所
に
行
っ
た
ら

「
O
O
先
生
も
勧
め
て
い
る
」
「
通
産
省

公
認
だ
か
ら
安
心
」
「
親
に
内
証
に
し
た

方
が
い
い
。
商
品
が
届
い
た
ら
景
品
だ

と
言
え
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
結
局
契
約

を
し
て
し
ま
っ
た
。

　
申
し
込
み
金
九
千
円
は
、
販
売
員
が

立
て
替
え
、
信
販
契
約
金
額
は
約
七
十

万
円
。
届
い
た
商
品
を
見
た
家
族
は
、

A
君
を
問
い
詰
め
た
と
こ
ろ
、
「
代
金
を

支
払
え
な
い
」
と
臼
状
し
た
。

　
A
君
は
、
契
約
解
除
の
通
知
を
販
売

会
社
、
信
販
会
社
に
内
容
証
明
郵
便
で

送
り
、
あ
っ
せ
ん
交
渉
の
結
果
、
信
販

契
約
の
解
除
に
な
っ
た
。
こ
の
例
は
、

商
品
の
説
明
が
少
く
、
商
品
の
届
ー
の

が
一
ヶ
月
後
と
遅
い
な
ど
悪
質
な
販
売

な
の
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
（
契

約
日
を
含
め
て
八
日
問
〉
は
過
ぎ
て
い

る
が
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
で
き
る
だ
け
早
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
訪
問
販
売
業
者
は
、
契
約
時
に
書
面

を
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
赤
わ
く
赤
字
で
消
費
者
に
対
す
る

注
意
事
項
が
記
載
さ
れ
て
ま
す
の
で
必

ず
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
不
要
な

も
の
は
断
る
勇
気
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室
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　　　　　　蝦《饗猶繭認，、

曝撫讐鰐鱗△覇鰯遭蓼楚麟 墜

ま！、．篭．豪貯　　　　　　　7で1二怨」評

　　　　　　　　⇔詩吟講座受講生募集

　　　詩吟の世界を通して詩の心を知　　○対　象　市民20名

　　り、相互の親睦を図る。　　　　　　　○会　場　臼石市中央公民館

　　○期間・時間　　　　　　　　　　　○会　費　月1，1）00円

　　　　5月～12月（16回）　　　　　　　○講　師　和泉　常夫氏

　　　　毎月第2・4土曜日　　　　　　　　　　　佐藤　三雄氏

　　　　午前10時～午前12時

　　　●●●●白石市中央公民館

驚縛

第15回子どもまつり～

　　次代を担う市内の少年が一堂に会

　　して「子どもまつり」を開催し、野

　　外活動、レクリエーション等を実施

　　することにより、少年の豊かな人間

　　形成と相互の交流を深める。

　　○目　時　6月2日旧｝午前8時30分

魂蓮　○会　場　益岡公園西側芝生広場

　　　　（雨天のときは中央公民館｝

　　O対象者　市内各小学校1～6年生

　　　　　　　　　　　　　　　　濯　　□16ミリ映写機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　操作技術講習会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16ミリフィルムの映写技術を習得
　　　　　　　　　　　　　　　　　　するもので、終了者には認定証が与

　　　　　　　　　　　　　　　　　　えられます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　○期　日　6月4日（火）～6日（木）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17時30分～21時（3日間）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　○会　場　白石市中央公民館

　　　　　　　　　　　費24－5377・26－2453●●●●

平成3年度白石市中央公民館事業実施計画

事　　業　　名

◎一般市民対象事業

公民館利用説明会

16ミリ映写機操作技術講習会

臼石地区球技大会

高山植物観察会

ふるさとスポーツ祭

蔵王清掃登山

第63回白石市民体育大会

第21回市民文化祭

新春囲碁将棋大会

　　　ロ　　ゑ　まつり

〔1讐総豪〕

陶芸教室

メンズゴルフ教室

詩吟講座

古典講座

墨絵講座

白石ルックル　クセミナー

童謡・唱歌を楽しむ集い

押し花講座

古文書講座

ふるさと交流文化祭

期　日

4月12日

6月4－6日

6月23日

7月7日
7月28日

9月27日

10月10日

11月1～5日

2月2日

2月19
～23日

3月1日

5～1！月

6～7月
5～12月

10～3月

5～3月
5～11月

5～3月
5～10月

5～3月
1］月！7日

斤一戸
肩
房

中央公民館

中央公民館
中央公民館・束中

南　蔵　王

東中学校
蔵王山頂
rl石川緑地
陸　L競技ナ易
中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館
ゴルフ練習土易

中央公民館

中央公民館

中奥公民館
中央公民館他

中央公民館
中央公Bξ食自

中奥公民館
中奥公民倉自

事　　業　　名

◎青少年対象事業

第15回＝Fどもまつひ）

わんぱく少年教室

夏まつり子ども広場

子ども会ソフトボー1し大会

親子映画鑑賞会

少年スキー教室

成人式

◎婦人対象事業

はじめて3歳児をもつ母親学級

就学児学級

婦人学級

料理講座

工アロビクス講座（昼の部）

エアロビグス講座（夜の部〉

帰八軽ス，ポーツ講座

レティースバドミントン講座

レディースゴルフ講座

七宝焼講座

◎高齢者対象事業

高齢者大学

高齢者ナ学研究室

高齢者人材活用事業

高齢者指導者、，薄座

期　口

6月2日

5～1月
8月10日

8月25日

8月30日

1月3－40

1月15日

6～8月
10～12月

5～11月

5～3月
5～11月

5～11月

5～3月

5～3月

5～6月

5～3月

日
り
目
U
月
同
り

1
ー
　
　

ワ
］

　
　
つ
り

1
　
1
　
　
　
1

～
～
～
～
　
一

，
，
、
ヱ

場　　所

益岡公園
中央公民館他

歩行者天国広場

第二小学校
中ダモ公民魚官

南　蔵　王

中奥公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中奥公民館

中央公民館
中央公民戸官

中央公民館
中央公bミ寅菖

中央公民明他

中央公民館他

市　　　　内

中り1ご至r塾1倉1、

15

〔
材
料
〕
四
人
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粉
、
卵
、
塩
、
こ
し
ょ
う
を
加
え
、

豚
ひ
き
肉
勤
9
、
た
ま
ね
ぎ
駅
9
、
に
　
　
　
よ
く
こ
ね
る
。

ん
じ
ん
抽
9
、
ビ
ー
マ
ン
3
個
、
卵
1
　
　
◎
脅
を
一
漕
一
等
バ
、
刀
し
、
形
を
と
と
の
え
て

個
、
ひ
・
粉
恥
9
、
塩
・
こ
し
ょ
う
・
　
　
蒸
し
器
で
1
0
～
1
5
分
、
火
が
中
に
通

油
各
少
声
、
、
ソ
ー
ス
ヶ
チ
ャ
ッ
プ
適
量
　
　
　
る
ま
で
蒸
す
。
、

〔
作
り
方
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
フ
ラ
イ
バ
ン
に
油
を
ひ
き
、
蒸
し
た

0
た
ま
ね
ど
・
』
、
に
ん
じ
ん
、
ビ
ー
マ
ン
　
　
　
ハ
ン
バ
ー
グ
を
入
れ
て
、
表
面
に
こ

　
は
、
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。
　
　
　
　
　
げ
目
が
つ
く
程
度
に
焼
、
・
。

②
豚
ひ
ン
ー
、
」
肉
の
中
に
㊦
ゐ
野
菜
、
．
『
ン
　
⑤
皿
に
盛
り
付
け
、
上
に
ソ
ー
・
、
ヶ
チ

　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
原
末
　
　
　
内
　
香
向

　
　
　
　
／
駄
、

　にんじん
　　　について

に，ろLじ，んは、ヒマラヤ日1脈f・上近が

r摩rド青士也と考えらず1、　［1ゴ＝〆、1よ1G’巨±糸己

誓にf云量r・た とr蓄われてFしコます

皮膚、粘膜を健康に保ち、また
薄暗い所で視力を保ちます，

ウロチンが多：含まれており、体
内でヒマミンAになります：

淡い甘昧と鮮やかな色、特徴ある

香りで、風昧、色彩、栄養的価値を

向上させます。

〔選び方〕

ほど良1、墨 たさのもので、1色の濃
1・ものほとカロチンが多く含まれて

1
． ・ます

1調理法〕

カロチニは、油に溶ける性質があ
るのて、油を使った料理に用いると、
ヒ》ミン．へをケカ ÷三白勺にとることrゴで

きます．

だし4二、～‡p老一し1こ1こ，んじ〆先をり口え

る、ヒ、　1こん1　メし♂）な力風乃西餐fヒ酉苧素

1アスコロヒナーセ）により、ビタ
ミンCカヘ賄覧少・しま唱一　しカ・し、　そこ

1二11ヤ1，±加えれば1「1∫化か’防げるので、

紅自なますなとては心配ありません、

ヘ
ル
シ
ー
蒸
し
ハ
ン
バ
ー
グ

ヤ
ッ
ゴ
を
か
け
、
季
節
の
野
菜
を
色

ど
り
よ
く
そ
え
て
で
き
あ
が
り
。

－
◎
㊤
㊧
●
0
⑦
O
I

●
不
足
し
が
ち
な
緑
黄
色
野
菜
が
た
っ

　
ぷ
り
入
っ
た
ヘ
ン
バ
ー
グ
。
野
非
采
幡
｝

　
い
の
子
ど
も
で
も
ピ
ー
マ
ン
の
香
り

　
な
ど
気
に
せ
ず
、
喜
ん
で
食
べ
て
し

　
ま
い
ま
す
．
．

O
カ
ロ
リ
ー
を
お
さ
え
た
ハ
ン
ベ
ー
ゲ

　
で
す
．
．

・ρお家の際

《の§ク。1

勿暫申シリ

★
繰
》

★
ー　

・
・
、
診

鍵艶［

匁

　　　’趣

鈴木　敏子さん（大平）

消費生活モニター調査結果
調査年月日・平成3年4月1臼目

1、lr　　口

敵
麺　栃

1『．号　　　　　　　、由

9，

1111

11，1

1コ．

季見ヂ

、隻食げ
亜

1等．r－llミ十iF　Il

】4．1

罵，1坦　　　　　　性　

lll　　　　　　『　ト判

17　『’し一一・

1…lll
D．l　　　　　　　l11i

　　　　lダ現j211．1

　　　－liI

　ホ1喀1，ll7一り7no一

　力1し1ンノリソフ1幽

孔

　ωレトン入垂1225q

　4印〕牲〔r211Dぎ・且1η暫午百ア、り

　㌧1卸臼ヂ慶㍗＿一レ4ケ、l／

幅31．lem　　　さ2りm

幅25em，艮さ8n置

コー1し　1シ　ヨー！

　最低価格　　N　H
　一円レ

　　111
　　173

s4

206

235

　　8U
26口　　204　　　　245
369
　　　　323　　3rl7
　　　　403

44］

　　379
2い4

　　155　　　　199
2S〔1
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　　369　　　　376

391Fl
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217
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1』12

6511

49り

77q

791i

】21レ
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前　月
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11『．1．E’
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9け，り

前年降1「J

lI－旧一3

1∩5．1

115．3

1“4．9
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1n5，3

107．4

10つ．5

1口7．1

肥
ll7，1

し17．4

111・i，1

1⇔】16

り713

匝二麺
（上昇品目〉

テ什ノシュペーパー・ラップ・牛乳・
洗濯用合成洗剤・パーマネント料・食バン

（下降品目）

小麦粉・砂糖・しょうゆ・サラダ油・

牛乳・バダー・理髪料・カレーライス
　・灯油・ガ’ノリン　・軽油・L　Pガス

（横ばい品目）

即席中華めん・マーガリン

（上昇品目）

食ハン9小麦粉・即席中華めん・砂糖
　・しょうゆ・サラダ油・マーガリン・

牛乳・バター・ティソシュペーバー・

ラノフ’・洗濯用合成洗剤・バーマネン

】・』料・り丁油・カノリン・LPガス

（下降晶目）

理髪料・カレーライフ・軽油

※空自部分は調査品円の変更になったも
のてす，．，

ヱ4



家庭介護者教室

受護生募集について

家庭介護者に多1の知識や技術を

修得させ、日常介護面での問題を多

少なりとも解決するために『家庭介

護者教室』を開催いたします。

○日時
第1回　6月22日（土）9時30分～15時

第2回　7月19日（金）11）時～15時

第3回　8月17日（土）　〃

第4回　9月27日（金）　〃

（⊃場所

デイ・サービスセン々一吹上荘

○費　用　食事代300円（毎回）

　　　初回はテキスト代700円

○定員25名（先着順）

O交　通　市役所前からバスで送迎。

　　　　1市役所前発9時15分）

申し込み、お問い合わせは、社会

福祉事務所奮25－21工1（内線）155、

またはデイ・サービスセンター吹上

荘豊24－5500（内線）7へ。

婦人自衛官を
　募集しています
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○応募資格　18歳以上27歳未満

○受付期間　5月31日まで

○試験日　6月7日1金）

○採用及び入隊　8月下旬

○初任給　133，900円

　　／gヵ月後146，800円〉

○勤務
通常8時30～！7時
土曜日　8時30分～12時30分

※第2・4土曜、日曜日、祝日は

　休みです。

○待　遇　賞与年3回、5．35ヵ月分、

有給年末年始休暇、共済制度有。

※衣・食・住は無料です、

★男子自衛官は常時募集1あと半年

で18歳になる方も応募できます／

詳し1は、市民課餐25－2111また

は、大河原募集事務所費（1224－53

－21S5へれ問い合・わせ：ださい。

「うぐいす会」・「ますおか友の会」

　　　　　　会員募集について
「うぐいす会」

　こころの病気を持つ人の家族の集

ま1）です。病気の克服と家庭や社会

で生活できるように援助することを

目的としています。

同じ悩みを持つ家族同志なら、ど

んな悩みや苦しみでも理解しあえる

のではないでしょうか。

ぜひ、ご参加ください。

○行事　年3～4回（勉強会など〉

○年会費　2，400円

　（本年度は2，90i）円になります）

「ますおか友の会」

こころの病気の方の会です。家庭

や社会の中で楽しく生活していくた

白柳会（川柳〉

　会員募集
白石市で唯一の川柳同好会である

自柳会の会員を募集しています。

o対象だれでも会員になれます。
　　　（孝刀’心者大程欠辺1）

○学習日時毎月末の土曜日

　　　　午後2時30分より

○場所　自石市中央公民館図書室

o講師
川柳宮城野社会長河北川柳選者

　　　　　　菅原一宇氏
川柳宮城野社会長、前市教育長

　　　　　　鈴木誤差氏
o作品の発表　川柳宮城野誌、仙南

新聞柳壇、広報1、ろいし市民文芸

その他

／東北大会、全国大会にも参加し

　ます。

○会　費年額6、α）1）円

　1前期と後期に分けて納入）

○間い合わせ先　鈴木誤差（白石市

沢端町1－50－1讐25－25251

または、近江孫犬郎1臼石市南町

2－2－38｛聾25－20421

めに、スポーツやレクリエーション、

話し合いを通して悩みや苦しみを語

りあえる友だちをつくン）ましょう。

　○行事　1月・8月を除く毎月

　　　　　　　　（年1（回）

○参加費　当日400円

詳し・くは、保健衛生課愈25－2111

（内線）606、又は仙南保健所白石支所

魯25－2107へお問い合わせください。

市営住宅入居者
　　募集について

◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下）

団地名

新館

寿山

型式

K
D
K

つ
り
つ
」

つ
U

家賃敵金は3目伽

3，｛）α）円～7，如O円

3．300円～3．5α）円

家
高
・
数

空
戸

5戸

11戸

◎第二種住宅

　（収入基準115，000円以下）

団地名

丘

新館

城南

岩崎

型式

Dつ
」

3K

D

家賃｛敷金は3月方〕

14，50n円～B．000円

10、5Dn円～12、61）0円

23，0α）円

円D9
σ

空家
戸数

11戸

5戸

1戸

戸

市建設課で随時先着順に受付1、て

います＝。

詳し1は、市建設課注宅係費25－

2111／内線1262へお閻t・禽わせ1た

★金労済親子映画劇場
　　～5月26日（日　13時30分　　　　　　　「ユ　ニ　コ」　手塚

　　　　　　　　白石市中央公民館～　「3丁目物語」

治虫原作

緑が丘県営住宅
　入居補欠者募集

◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下）

翻卿座受講生寡繁

団地名

県営寿
山住宅

型式

Kg
J

家賃1敷金は3目分1

14，500円～16，500円

古琴

数
空
戸

22戸

　申込、問い合わせは、仙台市青葉

区上杉1－1－20（財）宮城県住宅建

築センター県営住宅課豊022－224－

0014へこ

　　　　←ト隔…’… 一－穐

　　　　’姦　織
　　　　論　　麟

◎蔵王と水自然にふれあう講座

　　　自然の中を歩きませんか
○目時5月30日休）
　8時30分（集合）～15時頃まで

○隻合場所　白石市役所庁舎前

○行き先　七ヶ宿ダムー長老湖一国

立みちの（杜の湖畔公園など

○講　師　渡辺　信有先生

○定員25名
　※定員になり次第締切ります。

○参加費　1，（100円

○その他　昼食持参、歩きやすい服装

　　◎料理の「菜の花サークル」が

　　　　　う一めん料理を展示します

　　　　　　5月5日・6日市民会館
　　　　　　※全日本こけしコングール、白石温

　　　　　　　麺まつりと一緒にご覧ください。

5月の休館日　　　　　　　　　　　　　○男性の方もご利用ください。

3・4・5・6・12・20・26日　　　　03歳児以上の託児をしています。

馳
幽

や
慰

ぜ
闘

剣
魍

　
　
園

％～駒

’　　●　　一

メニュー巾

全目本こけしノニ〕ンワール

　　　　　　5月3日～7日

　　　　　　市民会館
　3日午前8時45分からオープニン

グセレモニーがあり、展示場・即売場

各先着50名に記念品か贈呈されます，

種別1第1部伝統こけ1、

　　第2部新型こけし

　　第3部　創f乍こけし

　　第4部木地玩具
　　第5部ロケロ応用｛’17、品

メニュー（励

　白石温麺まつしノ

　　　　　　5月3日～7日

　　　　　　市民会館
乾麺類の展示・販売

自石温麺食堂の開設

臼石温麺把当てケイズ

白石温麺つかみ取り

自石温麺製造工程展示

　メニュー価

全日本子レホンカードまつし1

　　　　　　5月3目～5臼

　　　　　　市民会館
全国テレホンカード人気投票の開催

テレホンカード交換会・即売会

テレカづリ、々一によるカートの日屠充、

ぞの他数多：の催1一力・あります、、

メニュー（琶）

白石市民春まつし／

●前夜祭（5月2日PM7：00～）

　　　　　　《益岡公園＞
○光の白石城再現

0太鼓の競演

　　梁川権現太鼓、郡山萩太鼓

　　七ケ宿峠田太鼓、不忘のぶち

　　含せ太鼓

○子供向けイベント

●大パレード15月3日崩10100～／

　　　　　《第一小～駅前＞
○神明社神輿　○太鼓山車行列

○稚児行列　○大人・子供みこし

○消防広場　○電気の広場

○フリーマーケノト

○もちつきナ会　○子供広場

◎STELLAコンサート
　（3　1ヨPM6＝30～PM8：3り）

　　　　　　イ益岡公園ノ
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さわやか

行政サービス運動

”春の行政相談週間

5月12日（日）～5月18日（ガまで”

みなさんの日常生活の中で、国・

県・市や公団の仕事についての苦情

や意見、要望がありませんか。

そのようなときは、行政相談員に

お気軽にご相談ください。

ご相談は、口頭・電話・手紙いず

れの方法でも結構です。

○行政相談委員

佐藤きみ子さん智25－3093

　（白石市大平森合字上久保53〉

猪股　三郎さん豊25－3974

　（自石市郡山字荒屋敷12－8）

ヲ91南蔵王

夏山開き
O期　日　6月1日（土）～2日（日）

○募集人員　50名

o日程
6月1日
臼石駅前観光案内所集合15：501⇒

　「こけし絵付教室」⇒鎌先温泉泊

6月2日
鎌先温泉5130⇒白石スキー場⇒

垂清沢⇒水引入道山⇒屏風岳⇒不

忘山⇒弘法清水⇒白石スキー場⇒

鎌先温泉15100⇒白石駅前着16：

30解散

○参加費　8，000円

○携行品　雨具、キャラバンシュー

ズ、着替え、洗面用具、水筒

○募集期間　5月13日（月）まで

○申込先　白石駅前観光案内所豊26

－2042、白石蔵王駅観光案内所饗

24－5915

詳しくは、市商工観光課智25－21

11へお問い合わせください。

たばこは市内で買いましょう

1θ

陸上競技公認審判員

資格授与講習会のお知らせ

次のとおり講習会を開催しますの

で、市民の方々の受講をおすすめし

ます。

O主催白石市陸上競技協会
　　　白石市教育委員会・

○内容

　講義
●日時　5月11日（土〉

　　13時30分～17時
●場所　白石市中央公民館

　　　　視聴覚室
●講師　日本陸上競技連盟

　　　和泉繁次氏
※筆記用具をご持参ください

実技（簡単な審判の実技）

⊂：購畠暑1、灘墜調

○受講料　1，000円当日徴収します。

○申込期日　5月10日（釜

○申込・間い合わせ先

市教育委員会文化スポーツ振興課

体育振興係豊25－2111（内線）412

0参加資格　18歳以上

　（性別は問いません）

※受講者全員に公認審判員の資格が

　与えられます。

σマから

　JR寮B本
本年3月16日のダイヤ改正時より

朝の通勤時聞帯に、東北新幹線下り

臨時列車が運転きれることになりま

した。

臨時列車の運転時刻及び運転目日

は次の通りです。

○運転時刻

あおば28！号

白石蔵王　7時43分発

仙台7時59分着
CI蓮転月日

5月一7・13・20・27日

6月一3・10・17Fl

税の窓ロ《亀
納税通知書の記載事項等の

　　　　　疑問について
固定資産税や市県民税等の各納税

通知書が納税者へ送付されますが、

納税通知書の記載内容（納税者名・

住所・税額の算出方法等）、　や納付

方法について疑問な点がありました

ら税務課各係までお問い合せくださ

い⊂，

5月31日は、固定資産税（第1期）

国民健康保険税（第2期）軽自動車

税の納期限です！

口座振替をご利用の方は、預金の現

在高をご確認ください。

グリーンピア

フェスティバルについて

グリーンピア岩沼では、開業3周

年記念行事として、グリーンピアフ

ェスティバルを実施中です。

O開催期間　5月6日（月）まで

○会場　ゲリーンピア岩沼

○内容
●アマチュアバンドコンサート

●産地直売会

●ムーンカート・レース

●金魚すくい　　　　　他

※5月5日は、小学生まで入場無料。

宮城野・信夫

350年祭について

○日時5月26日午前10時
○場　所　孝子堂・白石蔵王駅

○催し物　白石団七踊り、郡山萩大

鼓、荒神ばやし、大鷹沢大町神楽

※專念寺において、5月25日から29

日まで「宮城野・信夫ゆ方レ）の品」

を展示します。

今年で9回目を迎えるT　B　Cラジ

オウォーク。今回は、「白石ホワイト

・ウォーマ」と題して、白石市を舞

台に、ラジオを片手に歩きながら、

水と歴史を学び、楽しめる肩の凝ら

ないイベントが盛1）だくさんに行わ

れます。

歩くコースは、益岡公園をスター

トに、武家屋敷通り、白石川沿い、

滝の観音堂を回り、再び益岡公園に

戻ることになっています。

同時に益岡公園では、一日中多彩

なイベントが開催されます。

○日時

　6月9日（日）

⊂弩讐齢二1講
○場　所益岡公園スタート

o参加料　無　　料

譜BOOKS・いん1玉お占～璽しょん調
★今月の書棚（子ども読書室）　～新着図書案内（抄）

i　　　　〈全13巻〉
l
i　　　　　　　　太平出版社

1　釜駕
●全国の伝統産業の歴史と現状をさ

　ぐり、ふるさとの伝統産業を身近
セ

　なものとして見ることができます。

O日常的な品目を中心にとりあげ、

　伝統工芸だけでなく、ひろく伝統

　産業全般に目を向けたところが特
「

　長です。

●写真、図解などを多く使って、楽

　しく、分かりやすいように糸召プrし

　てあります。

図書館利用案内

0開館時聞
　月～土II捏日　9時～4時55分

　日曜日1（”侍～4晴…

荒川放水路物語　　　　　絹田　幸恵

下級武士足軽の生活　　　笹間　良彦

鞭と梅毒　　ヨーロッペの一裏面史

　　　　ドケター・カバネス
ちびくろサンボとピノキ十

　　　杉尾敏明・棚橋美代子
別姓結婚への選択

母のとまどい娘の主張　　勝部　温子

昭和怪盗伝　　　　　　　奥田　博昭

鍵のかたち・錠のふしぎ

ゾルゲ謀略団　　　　　　竹内　春夫

気になる気象の話　　　熊沢源右衛門

ニンニクの新薬効　　　　永井　勝次

草根木皮の博物誌．　　　季家　正文

肝臓病から身を守る　　　石井　裕正

銘酒の本　全国の銘酒、銘醸地を訪ねて

日本料理　日本の伝統をおいしく楽しむ

　　　ためのガイド
ときめきお菓子ブック

だれのためのコメ自由化か

　　　　　　田代洋一
好きな色が似合うとはかぎらない

　　　　　　千今岩英彰
老いてこそ人生は花　　淡谷のり子

○休館日
5月3日1祝）・4日r国民の休日），

5日（禰・3／日吻月末整理日

　　　　　　　　　1
いじわるパズル　　　　　　　　　　　1

　　　芦ケ原伸之・高木重朗1

赤線従業婦の手記　　　　　　　　　　1

　　　　新吉原女子保健組合
きものがたり・今昔　　　近藤　富枝　1

微熱　　 赤川次郎：

恐怖配達人　　　　　　　小池真理子

村雨の首　　　　　　　　澤田ふじ子1

サラリーマン裏太閤記　　志茂田景樹

三幕殺人事件　　　　　　草野　唯雄

　　　　　　　　　旨四万十川殺人捜査行　　　福田　　洋

　　　　　　　　　1加賀百万石まつり殺人事件　　　　　　1

　　　　　　山口劃
愛の飛鳥路殺人事件　　　山村　美紗

影　　絵　　　　　　　　渡辺　淳一

　　子どもの本
コウモリのふしぎな世界　前田喜四雄　

ペチュニアのお花ポージーさん

　　　　スーザン・カフェリー
ロマンチック城ユーレイリツアー

　　　　　　名木田恵子
城のひみつおもしろ大事典

　　　　　　斎藤　政秋
シロは死なない　　　北方謙三
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※都合により変更になる場合もあります，

今月の土曜閉庁日は、11日と25日です

5月の定例相談日
相談区分

市長相談

へ権擁護
相　　談

イテ　正冥イ唱言炎

生活相談

社会保険
相　　言

税務相談

消費生活
帽　　談

補聴器巡回

号一ビア

相談日
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リ寸ン
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ニホン
24
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　1211）0
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　15＝00

11）100～
　15：00
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　15100

！0：00～
　12：00
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！1）101）～

　！5100

10：1）0～

　15：1）0

13：00　～
　14：1）1）

10：30～
　11：30

　　　　　　　　　　　　　　　　無料法津　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10：00～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15100　　　　　　　　　　　　　　　　　相　　談

市内の交通事故　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10：1）0～　　　　　　　　　　　　　　　　　障害者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　3／16～4／15　（　）は累計　　　　　　　　　　　　　　　　　相　　談

平成3年「交通安全
　　　年間スローガン」　　　　　　　　　　　　　　　　　青少年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎週　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9：1）0～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月・火・木・金　　　　　　　　　　　　　　　　　相　　談かえり道　あぶないかけっこ

藤塵塾1・今月の表紙
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白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

自石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室

内 容

市行政に対する質問、要
望等について、川井市長
が直接相談に応じま寸。

（代理の場台もあります1

結婚、離婚、遺産相続、

借地借家、雇用、差別待
遇問題等

国や県、市など役所の行
う仕事について困ってい
ることや希望等

市民の日常生活上の困り
ごと

健康保険、船員保険、厚
生年金など

相続や贈与、土地売買に
関する税金、法人の税金
などの相談

買物苦情、消費生活一般

補聴器の修理、調整など

法岸についての困りごと

身体障害者精神薄弱者の
生活、職業、結婚等

電話相談にも応じます豊25－2111（内線）351

自石市役所4階
青少年相談
七　ン　タ　ー

子供の教育上の相談
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　佐藤賢一さん（45・郡山）は、明治

初期に創業の「佐藤こうじや」の4

代目。日本人の食卓に欠かせない、

こうじと味噌をつくり続けています。

　今は塩分控えめの白味噌系統に人

気がありますが、本当は塩を多くし

て、3年寝かした味噌が最高とか。

　「ここの味噌でないとうまくない

と言って、毎年注文してくれるお客

さんに手を抜いたものは作れません」

と語る佐藤さん。

　5月～6月が生産のピークとあっ
て、当分忙しい毎日が続きそうです。

物損件数

44件
（167件）
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21，554人
（一64人）

11，918世帯

（一10世帯）

で　）内は対前月比
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